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補助事業概要の広報資料 

 

 

補助事業番号 23-2-006 

補 助 事 業 名 平成23年度 こどもが幸せに暮らせる社会を作る活動 補助事業 

補助事業者名 認定特定非営利活動法人ファミリーハウス 

 

１．補助事業の概要 

 

（１）事業の目的 

 

ア． ファミリーハウスへの理解促進、当会の認知向上、寄付の醸成やボランティア参加

者増加を実施すること。 

イ．同じくファミリーハウスの活動を行う全国の運営団体に対し、当事業で得られる啓発

ツール作成のノウハウをケーススタディとして展開すること。 

 

 （２）実施内容 

 

ア． ファミリーハウス活動啓発のためのリーフレットとDVDの作成 

 

全国の医療機関や、医学・看護・福祉系の大学、保健所などへの配布（約5,000部）、お

よび2月26日に開催された東京マラソンへの東京ビッグサイト出展ブースでの配布（約

1,000部）など、広く一般に向けて認知訴求を行った。 

 

イ． ファミリーハウスの活動を行う運営団体に対し、リーフレットやDVDを各団体の啓発

ツールとして活用するよう配布及び呼びかけ 

 

認定NPOファミリーハウスは、“病院近くの第二のわが家”づくりにおいて、これまで20年

かけて築いてきたノウハウを今回、二つの媒体にまとめた。ハウス運営の理念は他団体と

も共通する部分が多いため、本事業で制作した啓発ツールをそのまま活用できるよう、必

要であれば多めに配布し、またホームページからも自由にダウンロードできるようにした。 

 

２．予想される事業実施効果 

 

今回制作したハウス活動啓発ツールのようなものがこれまで存在しなかった為、利用する

当事者、ハウス運営者、支援者に活動の説明が統一化され、理解が容易になる。それによ

りハウスを必要としている患者家族に対して必要な情報が届き、また活動を支援する人材

や寄付の醸成につなげられることが期待される。また東北地方、山陰北陸地方などは、

ニーズがあるのにハウスがない、あるいはハウスが不足しているという現状があり、新た

なハウス開設が急務となっている。ハウスはその地域に支えられ、その地域のニーズに合

わせた活動が行われることが理想である。この啓発ツールがあることで、運営者支援者両

方の理解が容易となり、ハウス開設への理解が高まることが予想される。 
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３．本事業により作成した印刷物 

 

＊ リーフレット 

http://www.familyhouse.or.jp/topics/topics_04.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊DVD「ボクが、入院している間 ママはどこで寝るの？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業内容についての問い合せ 

 

団 体 名：認定特定非営利活動法人ファミリーハウス 

住  所：101-0041 

     東京都千代田区神田須田町1-13-5 

代表者名：理事長 江口八千代（エグチ ヤチヨ） 

担当部署：事務局 

担当者名：渡辺正俊（ワタナベ マサトシ） 

電話番号：03-6206-8372 

F A X：03-3256-8377 
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E - m a i l：jimukyoku@familyhouse.or.jp  

U R L：http://www.familyhouse.or.jp/ 

               

 


